








 

姙婦血清耐熱性アルカリ・フォスファターゼ(HSAP)は,それが極めて胎盤特異性

が高く,また検体の取り扱い,測定の簡便さという点で,胎盤機能検査を通じて

の胎児スクリーニング法として用いられる。しかしこのものは正常範囲のバラ

ツキが大きいため,とかくその価値が低く見られがちであった。われわれはこの

難点を除く目的で多数の症例について検討を行なった結果,次の結論を得た。 


